
年　　　月　　　日

□

□

※変更希望月の前月25日までに提出が必要

※この申し立てをしていても、就労証明書の内容で上記理由への該当を確認できない場合等、

　認定変更が認められないことがあります。

※認定変更が認められた場合、利用者負担額（保育料）が変更月より保育標準時間の金額に

　なります。

※市記入欄

保育の必要量（保育時間）変更申立書

申請者氏名

1日の就労時間が8時間以上となる就労が常態のため

勤務時間帯や通勤時間の都合上、施設の短時間保育の保育時間を超えて

利用せざるを得ない日を常態とするため

（通勤時間は勤務地が市内の場合は30分、市外の場合は1時間とみなします）

保育所（園）

保育の必要量について、短時間保育（保育時間9：00～17：00）から標準時間保育

（保育時間7：00～18：00）への変更を次の理由により申し立てます。

児童氏名

保育所名

電話番号

課長

上記のとおり変更してよろしいかお伺いします。

担当係員 係長

　決裁日　　　　　　年　　　月　　　日

【当てはまる項目にチェック☑】

（有効期間）  ※有効期間は子ども･子育て支援法施行規則第８条に規定する期間まで

　令和      年　   月　から ※月途中からの変更不可変更希望月


